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女性の自立について

・Purpose－In－Life Testによる実存的意味からの考察

倉 戸 由 紀 予

Yukiko Kurato：Women’s Consciousness Raising

                －Through Purpose－In－Lifg Test一

 r人問は．彼自身に対する態度を選択することが可能であ乱そうすることによっ

て人間は，彼自身の身体的および心理的条件と決定因に，本当に立ち向かうのであ

る。このことが心理療法と精神医学，教育と宗教にとって決定的問題である。

（中略） この観点からながめれば，人間は自由に自分の性格を形成することがで

き，彼自身から何をつくり出すかということに責任があることになる。重要なこと

は，われわれの性格や衝動や本能それ自体ではなくて，むしろそれらに対してわれ

われがとる態度である。そして，そのような態度をとる能力が，われわれをして，

人間たらしめているものなのである。身体的ならびに心理的現象に対して立ち向か

えるということは，それらのレベルを越えて新しい次元を開くことを意味する。」

             フランクル，V。「意味への意志」プレーン出版，P19．1983より抜粋

はじめに一問題提起

 本稿の目的は，CmmbaughとMaho1ick（1964）によって考察されたPur－

pose－In－Life Testを用いて，女子短期大学生がいかに実存的に自立してい

るかを考察するものである。すなわち，冒頭のFrankl（1983）によって述べ

られているところの自分に「立ち向かう」ことにより，女子短大生がいかに

その人生の価値を見い出し，自らの生き方を選び，r新しい次元」を開いて

いくかをテーマにしているのである。たお本稿では，「自分に立ち向かう」

ために開講されている総合科目r自己の発見I」とrII」の授業の成果と，

実存的意味，すなわちr新しい次元」について測定されたPILのテスト結果
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との，相互の関連性を見ることにする。したがって，これは，前編のr女性

の自立について  思春期やせ症からの考察  」 （倉戸，1985）に継ぐも

のであるが，前編が発達的側面からのケース・スタディであったのに対して，

PILという質問紙法に表われた実存的意味の側面からの数量的考察である。

 ところで現代の社会病理現象として，無意味（Frank1．1946．1969），自己

喪失（May，1953），シゾイド人間（小此木，1979），成熟拒否（山田，1983），

アパシー・シンドローム（笠原，1984）などがあげられている。大阪女学院

短期大学生のなかにも，r毎日，自宅と学校とを伝書鳩のように往復してい

る私」rどこか充実感がない」r何のために忙しく勉強ばかりするのか。大切

なことを見失っているのではないか」rさせられているだけで関心の湧いて

こない授業」rどこかシラケている私」「母のように卒業・就職・結婚という

道を私も歩むのだろうか」など，あたかも先の社会病理を反映しているかの

ような現象がみられている。以上は筆者が担当する授業や学生相談などを通

して訴えられたものであるが，これら学生たちの訴えの背景には，いったい

何があるのであろうか。

 行きつくところを知らないテクノロジーの発展や，めまぐるしく移り変る

社会や経済状勢のなかで，それらに追いつけたい大学の授業，そしてそこか

らくる無意味さ，また家族や友人たちとの人間約絆の希薄化や，価値観の多

様化と画一化との両極端のたかでの女性としての生き方を確立することの困

難さがみられるのは，今日の一般的特徴といわれいる。この渦中にある上記

学生たちによる訴えは，裏を返せば，より一層の充実感や女性としての自立

を求めたり，自己の存在価値，すなわち実存的意味，を感じたいとの叫びと

とれる節がある。が，しかし，はたしてそうであろうか。

 そこで，このあたりも今回の考察に加えたい。

問題の方法

1．被験者とPILの施行時期

 本稿における被験者は，大阪女学院短期大学総合科目r自己の発見I」お

よびrII」を受講した一回生のうち，後述のPILを受けることに同意をした

ボランティア学生181名である。PIL施行時期は，入学時（1985年4月），前

期末（同10月），学年末（1986年2月）で，被験者は全員，これら3回の時期
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にP1Lを受けている。

2．PILについて

 PILとは，Purpose－In－LifeTestの略式名称で，CmmbaughとMaho1ick

（1964）によって考案された心理テストであるが，Frank1（1952）の実存的

意味を問うロゴセラピーという心理療法の概念を基礎にしている。このPIL

の信頼性と妥当性については，Franklのロゴセラピーの概念との関係

（CrumbaughとMaho1ick，1964；Crumbaugh，1968）や日本人との文化交差

性（佐藤ら，1965）において検証がおこたわれている。なお，本稿に用いら

れているPILは，佐藤訳を基盤にしながら筆者により日本語訳されたもので

ある。

 さて，PILは20の質問項目よりなる態度スケール（A），文章完成法（B），

自由記述法（C）の3部より構成されており，それ一それの部門において，人生の

目的や意味の意識化の程度を尺度上に表わしたり，それらをどのように体験

してきたか，そしてこれからどのように達成していくのかを問うている（付

録参照）。

3・総合科目「自己の発見I」およびrII」の授業について

 本科目は，前述のような，現代の大学生がもっている悩みや生き方，大学

教育などに対する問題意識に答えるべく開設されたものである。したがって

そのねらいは，人間や社会に関する一般的知識の習得に加えて，「自己の発

見」を通して，学生が一個人としての生きざまや自己についての視野を拡げ，

ひいては実存的意味を意識化する手がかりを得ることなどがあげられる。こ

のための教授方法は，r自己の発見I」においては，教室で授業形式でおこ

なわれ，週4時間，一学期間に哲学・社会学・教育学・心理学の4つの領域

から自己についての講義を中心に，体験学習法・ディスカッションなどが導

入されている。また「自己の発見II」は，3泊4日の合宿形式で，これは夏

休み中，あるいは冬休み中に実施され，すでに得たr自己の発見」をさらに

深める機会が与えられている．。r自己の発見I」における担当教師は哲学は

松木真一，社会学は関根秀和，教育学は西村耕，心理学は倉戸由紀子で，

「自己の発見II」は，ウイルアム エルダー，長尾文雄，それに協力スタッ

フとして関根，倉戸などである（関根，1982；倉戸，1982；長尾，1983）。
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4。分析方法

 分析の方法は，目的にしたがい，「自己の発見I」およびrII」の受講の

有無，あるいはその時期が被験者のPIL得点にどのように影響をおよばした

か，後述の郡ごとに，分散分析やz・検定を用いてなされた。

 PILの施行時期とr自己の発見I」およびrII」の受講生の群分けは表一1

と表一2のごとくである。まずPILの施行は，表一1のごとく，入学時（1985

年4月），前期末（同10月）と学年末（1986年2月）とに，全員に対してな

された。

表一1PlLの施行時期

時     期

入学時（1985年4月）

前期末（1985年10月）

学年末（1986年2月）

グループ
金グループ

金グループ

金グループ

 また，r自己の発見I」およびrII」の受講時期と受講者数は表一2のご

とくである。すなわち，前期にr自己の発見I」のみを受講したものA1群

（46名），同じく前期にr自己の発見I」と「II」を受講したものA1皿群（43

名），後期に「自己の発見I」のみを受講したものB1群（69名），「自己の

発見I」と「II」を受講したものB川群（23名）である。

表一2「自己の発見I」および「I」の受講時期と受講者数

グループ名 「自己の発見I」および「u」の受講期 受講者数（人）

AI群 「自己の発見I」のみ前期に受講 46
A1皿群 「自己の発見I」と「n」を前期に受講 43

BI群 「自己の発見I」のみ後期に受講 69

B1n群 「自己の発見I」と「π」を後期に受講 23

合   計 181
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問題の結果

収集された被験者の郡ごとのPIL得点の結果は以下のごとくである。

1 PlL得点の平均値と偏差値

各群ごとに算出された平均値と偏差値は表一3のごとくである。

表一3P1L得点の平均値（ヌ）と偏差値（SD）

群

PlL施行時期 AI＋A1皿 AI AI皿 B1＋B川 B1 BI皿

入 学 時
i1985年4月）

貢 ：93 92 93 95 96 94

SD：14．1 16．O 11．7 13，6 13．3 14．3

前 期 末
i1985年10月）

天 ：91 90 91 95 98 92

SD：15．8 16．5 14．9 13．7 15．5 15．3

学 年 末
i1986年2月）

天 ：93 91 94 95 96 95

SD：15，O 16．9 13．5 14．3 13．5 16．3

 これによると，先ず，r自己の発見I」およびrII」を前期に受講した群

（Al＋A川）と，後期に受講した群（B l＋Bm）の各時期ごとの平均値は，

前者が93（入学時）一91（前期末）一93（学年末）と前期末に下降し，学年末

に上昇するというパターンを示しているのに対して，後者は各時期とも95で

変化がみられない（グラフー1）。

 つぎに，r自己の発見」を受講したもののなかでもr I」とrII」との関連をみ

てみると，前期にrI」のみ受講したA1群の92（入学時）一90（前期末）一91

（学年末）に対し，r自己の発見I」とrII」の両方を受講したA1皿群は，93－91

－94と学年末にかけての上昇率が高い（グラフー2）。

 また，後期にr自己の発見I」を受講したB1群は，96－98－96と受講前

の前期末は上昇し，受講後は下降している。同じく後期に「I」と「II」の

両方を受講したB川群は，94－92－95と受講前の前期末では下降，受講後

の学年末には高い上昇率をみせている（グラフー2）。

2．PIL得点の変化の差

 各群ごとに算出されたPIL得点が，前期末もしくは学年末に上昇した人

（十），下降した人（一），変化しなかった人（O）とに分けられた。その結

果は表一4およびグラフー3のごとくである。
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表一4 PlL得点の変化

前 期 末 A工十AI皿 AI AI皿 BI＋BI皿

上昇した人 35（39．3％） 16（34．8％） 19（44．2％） 39（42．4％）

下降した人 49（55．1％） 28（60．9％） 21（48．8％） 48（52．2％）

変化しなかった人 5（5．6％） 2（4．3％） 3（7．O％） 5（5．4％）

合   計 89（100％） 46（1OO％） 43（1OO％） 92（1OO％）

学 年 末 AI AI皿 BI BlH

上昇した人 23（50．O％） 25（58．1％） 30（43．5％） ’14（60．9％）

下降した人 18（39．1％） 16（37．2％） 38（55．1％） 8（34．8％）

変化しなかった人 5（1O．9％） 2（4．7％） 1（1．4％） 1（4．3％）

合   計 46（lOO％） 43（1OO％） 69（1OO％） 23（1OO％）
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グラフー3 PlL得点の変化

時期  グループ名0 10  20 30 40  50 60 70 （％）
前 期 末

1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：139．3 ●■ ・
?● ●

?● ● ・
?● ‘

@●

上昇した人

A1＋
A一皿

■下降した人

5．6 55．1 変化しなか．

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：34．8

AI 60．9

4．3

：：：：：：：：1：1：1：1：1：1：幸1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：44・2

A1口 48．8

7．O

・’ E’ E’ E’

42．4

Bl＋
B1皿

52．2

5．4

学年末 ：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：150．O

AI 39．1

1O．9

1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：58．1

AI皿 37．2

4．7

：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：111：1：1：1：1：1：1：1：1：43．5

BI 55．1

1．4

：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：1：160．9

BI皿 34．8

4．3

言  上昇した人

  ■  下降した人

  変化しなかった人

010203040506070（％）
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 表一4によると，前期末にPIL得点が上昇した人数の割合はr自己の発見

I」とrII」の両方を受講したA1皿群の44．2％，まだ「I」とrII」のどち

らをも受けていないB11 {B川群42．4％，そして「I」のみ受講したA1群は

34．8％であった。またPIL得点の下降した人数の割合は，「I」のみ受講し

たA1群が60．9％，受講したかったBl＋B1皿が5212％，「I」と「II」の両

方を受講したA川群48．8％とつづく。

 学年末においては，上昇した人数の割合は，「自己の発見I」と「II」の

両方を受講したばかりのB1皿群60．9％，前期に「I」とrII」の両方を受講

したAm群58．1％，同じく前期にr I」のみ受講したA1群50．O％，後期に

r自己の発見I」のみ受講したB1群43．5％であった。また下降をみせた人

数の割合は，後期にr自己の発見I」のみ受講したB1群55．1％，前期に

r I」のみ受講したA1群39・1％，前期に「I」とrII」の両方を受講した

A1皿群37．2％，後期にr I」と「II」の両方を受講したBm群34，8％であっ

た（表一4，グラフー3）。

 なお，各群比較のためになされた有意差検定の結果は，前期末において，

受講していない群（B1＋B川）とr I」とrII」の両方を受講した群（A

1川）の間にP〈．01で有意差が検出された。また，学年末においては，前期に

「I」のみを受講した群（Al）と，後期にr I」のみを受講した群（B1）

との間にP＜．05で，さらに前期にrI」のみ受講した群（Al）と後期に

「I」とrII」の両方を受講した群（Bm）との間にP〈．O1で，そして，後

期にrI」のみ受講した群（Bl）と，前期にrI」とrII」の両方を受講

した群（Am）との間にP〈．O1で，各々有意差がみられた。分散分析におい

ては前期受講生と後期受講生の間に，教授法でF＝5．2，P〈．05の有意差が

検出された。

結果の考察

 今回検出された結果をもとに考察を試みると以下のごとくである。

 まず，PIL得点の平均値からみてみる。今回の大阪女学院短大生の平均値

を日本や米国での先行研究の結果と比較してみると表一5のごとくである。

 この表一5によると，大阪女学院短大生は，日本の大学生あるいは高校生

の平均値より高い得点を示している。このことについて学生生活の経過を進
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表一5 PlL得点の研究データ

研究者 U．S． 』apan

C・・mba・gh 佐藤文子 斎木文江 上 野 和 久 本研究
1968 1972～73 1982 1986

1985入学時

大学生N 142 284 31 89  92

N1 天 114．27 87．63 90．O 93  95

SD 15．28 16．30 15．31 14，1 13．6

高校生N 417 75
二  般 運動部員

N2 天 108．45 83．03
221 204

86．26 91．16
SD 13．98 16．75

14．72 13．85

一  般N 230 163

N3  貢 118．90 97．22

（繍sh1）・・ 11．31 18．20

一  般 142 N：被験者数
N4 114．27 豆 ：平均値

（難いる人）
15．28 SD：偏差値

いながら分析してみると，まず入学時については，大阪女学院短大に入学で

きたことの喜びが人生の意味や実存を問うPILの得点を高めたと考えられる。

 上野（1987）は，高校生について，運動部員とそうでない一般高校生との

PIL得点の平均値を比較する研究を行い（表一5），何か目的を遂行しよう

としてそれに向って日夜行動している運動部員の方が一般高校生より高い得

点を示していることを検証している。このことは本研究における入学時のPI

Lの高得点という結果を説明してくれるように思われる。すなわち，受験合

格という目的を成し遂げたことが今回の実存的意味の得点を高くしたと思わ

れる。

 またl Crumbaugh（1968）によると・いわゆる成功している人（N3）の

数値が高いという報告がある。このことからも今回の結果を裏づけできよう。

 さらに，Cmmbaugh（1968）によると，米国においては，宗教（キリス
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卜教）を持っている人（N4）の得点が高いという結果がでている。今回の被

験者のたかには大阪女学院高校出身者で宗教教育を受けたものが約％いたり，

他高校からのもののなかにもキリスト教主義の教育に共鳴して入学志望する

ものがいる。これらが上記Crumbaughの結果のごとく高得点を生んだ理由

として考えられる。しかし，これらについては，裏づける客観的な資料はな

く断定は避けたい。

 ところで興味深いのは，このような入学時の高得点に比べて，前期末にお

いてr自己の発見」を受講していない学生には変化がみられないこと（ただ

し，上昇した人，下降した人の割合「グラフー3」では後者の割合が多くなっ

ている），そして，一方「自己の発見I」あるいはrI」とrII」の両方を

受講した人については，得点の下降がみられたことである。いったいr自己

の発見I」あるいは「II」は，学生達にとってどのような意味があったので

あろうか。まず下降の理由として，ひとつはr自己の発見」の受講により，

自己と直面する姿勢を学習し，その結果現実の自己に対する評価が厳しくなっ

たことが考えられる。たとえば，入学時の高得点は，先にみたように入試を

突破し，希望の短大に入学できたという達成感や充実感とともに，短大生に

なった自由さが影響していたかもしれないが，r自己の発見」の授業のなか

で， 「自己とは何か」 「自己とのアイデンティティ」を確立しているかなど

問われ，新たな課題に直面したからかもしれない。また前期末には，大阪女

学院短大での授業の多くが英語でなされ，ついていくのが容易でないことや，

それらを不消化のまま過ごしている自己に気づいたこと，また学校生活を5

ヵ月間経て，夏休みにはアルバイトや旅行などをして現実社会の厳しさを知っ

たこと，前期末の考査を受け自己の学力程度が分ったこと，さらには短大生

活をより充実させたり価値あるものとしたいとする欲求水準の高まりなど，

これらの相乗作用が，PIL得点を下降させたのではないかと推測される。

 ところで，前期r自己の発見I」およびrII」の受講生は，学年末，すな

わち前期末より5ヵ月後には，入学時と同じ得点か，あるいはそれ以上に高

得点を示すようになっている。このことは，r自己の発見I」および「II」

の効果が，着実に人生の意味への意識を高めた結果と考えられる。斎木（19

82）はエンカウンター・グループを受ける前と，受けた直後，そして2ヵ月

後におけるPIL得点の比較において，今回の結果と同様の変化過程，すなわ

ちエンカウンター・グループ受講の効果を検証している。

 また，後期において「自己の発見」を受講した学生は，まだ受けていたい
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前期末は，全体としてPIL得点に変化はみられなかった。しかしたかでも，

後期に「I」のみ受講したものについては，まだ受けていない前期末は，入

学時よりさらに高い値を示し，「I」と「II」の両方を受講したものは，前

期末は下降を示している。これらは，r自己の発見」を受講していない学生

のなかにも，一一方においては短大生活をエンジョイしたりその意味を見い出

しているものがおり，他方において受講した人たちと同様に，現実や自己を

厳しく見つめたり問題視したりしているものがいることを示している。

 以上の結果から，自己の意識化がr自己の発見I」や「II」によってより

明確にたされ，一時的には意味獲得の得点をやや下降させるものの，自己や

人生の意味を厳しく受けとめ，やがてより明白にその価値を認識し，得点も

高まりを見せることが示唆されよ㌔また，このことは，Frank1（1969）

が自己の独自性に直面することなくしては成長はありえたいと，その著書

r意味への意志」において述べていることからも裏づけできよう。

 さらに，「自己の発見II」の受講者のP I L得点の学年末における上昇は，

rII」が前述のように他者との関わりのなかでたされることと関係があると

思われる。これは，Frank1（1969）が，自殺願望のある女性と真夜中の3

時に電話で関わった事例  結果的に彼女の自殺を思いとどまらせたのは，

電話中にFrank1が彼女に与えた精神科医としての助言や意見ではたく，真

夜中に患者である彼女と半時間の間，怒りもせず辛抱強く彼女と関わったこ

と，そして，rこのようたことがおこりうる世界は生きる価値のある世界に

違いない」ということを彼女が発見したこと 一一一と無関係ではないように筆

者には考えられ乱すたわち，「自己の発見II」の受講生たちが得たことの

なかには，r新しい自己を発見できてよかった」r自分を大切に思う」r友

人にも自分にも素直になれた」r学校では話したこともないことまで話し合っ

て有意義」r自分を信用するってすばらしい」などがあり，Frank1の述べ

ているような他者との関わりのたかで生きることの意味や価値などを発見し

たことと一致している。

 さて，笠原（1984）により，アイデンティティの確立が現代の学生達にとっ

て大きな課題であると示唆されている。その上に実存的意味を獲得すことの

必要性が考えられる。大阪女学院短大生の場合，「自己の発見」の授業によ

り，r受け身の自分」「環境に流されてきた自分」「自分がきらい」r幼稚

た私」などnegatiVeたアイデンティティを持つことが，一時的に実存の意

味を下降させるが，やがてr欠点もひっくるめた私が私」「自分の人生を自
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分で選ぶことの力強さと喜び」r本当の自分を知れてよかった」など，ある

がままの自己を肯定してpositiveなアイデンティティを持つことが生きる

意味や喜びへと発展している。

 最後に，「自己の発見I」だけよりも「自己の発見I」と．「II」の両方を

受講したものの方が，PIL得点のたち上りの高いことが例える。これはr自

己の発見II」の意図をふりかえってみると，二緒に生活をしたり話しあった

りする他者との関わりを通して行われる「自己の発見」の意味が，結果的に

はPIL得点を高めていると推測できる。

 さて，以上のように「自己の発見」とPILによる実存的意味との関連をみ

てきたが，今回の結果から，学生同志の交流が深まる合宿形式，すなわち

「自己の発見II」の方が，学校の授業だけの「自己の発見I」より，実存的

意味の獲得を考えた場合，効果が高いことが例えた。この点で，1980年より

継続されている「自己の発見II」の意義深いことが検証されたわけであるが，

授業形式でなされる「自己の発見I」も，その素地をつくっている点で意味

あることといえよう。また，これには，大阪女学院短大全体にみられる教職

員と学生とのオープンな関係や，キリスト教教育なども学生の実存的意味の

獲得に基本的た役割を果していることも忘れてはいけない。

 すなわち，r自己の発見」を学校教育で取り上げることは，Frank1の

「自己に立ち向かう」ことを教育でr問題にする」ことのひとつの試みであ

り，その意義も今回の結果により大きいこと，いうなれば実存的意味の獲得，

ひいては自立への方向づけがなされる可能性のあること，が例えたといって

も言い過ぎではないように筆者には考えられる。

今後の課題

今後の課題としては，

1）本稿においてなされたかった質的分析，すなわちPILによる実存的意

  味の内容についての分析と考察，

2）比較研究については，PIL得点の高い人と低い人の変化の過程，宗教

  に対する関心度との相関，大阪女学院短大以外の学生との差異，性差

  などの研究，

3）女性の自立という観点からはエゴー・アイデンティティの確立との関
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  係についての研究が考えられる。今回は「自己の発見」の授業の受講

  生との関連でなされているが，直接エゴー・アイデンティティの確立

  や自立の意識化の程度との関連の研究，

4）本稿のような数量的研究データと合わせて，ケース・スタディによる

  実存的意味の研究，

などがあげられよう。
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〔付 録〕

PIL（Purpose in Life Test）

氏名 学籍番号 実施日S 年 月 日

囚 次のそれぞれの文について，あなたにとって最もぴったりすると思う番号にO印をつけて
  下さい。

  自分についてありのままに答えて下さい。またできるだけrどちらでもない」を避けてど
  ちらか選んで下さい。たお，解答は解答欄の数字をO印でかこんで下さい。

問  題

（1）私はいつも
1   2

全く退屈Lている。

（2）私にとって人生とは

3  ’  5

どちらでもない

2   3   4

6   7

全く元気」杯では
りきりている。

5   0   7

常にすぱらしく．雷、える。

（3）私は人生に

どちらでもない

1  2  3  ’  3

ただ櫛械的に過ご
すものだと．思う。

6   7

壮んの目標も日的も持っ
てし・壮い。

どちらでもない

（4）私の人問としての存在価値は
1   2   3

非常にはっきりし
た目標や目的をもつ
ている。

4   5   6   7

（5）毎日は

純鮒い鮒どちら榊い

7   6 5   4   3

どちらでもない

日的を持rた意味
のあるものだ。

2   1

いつも新鮮で変fヒにと
んでいる。

（6）もし私に選べるなら

全く変わりぱえが
し担い曲

2   3   4   5   0   7

この世に生まれたくたどちらでもない

かった。

（7）定年退職後は，私は

今の生き方を何度
でも選ぷ

6   5   ’   3   2   1

かねがねやりたいと思っ
てきたことをして暮し
たい。

どちらでもない

（8）私は自分の人生の目標に対し
            1   2      4   5

            ←
                 どちらでもない
       今まで何も達成Lてい
       吐い。

余生を遊んで過こ
したい。

目標実現に向かっ
て着々と達成して
し・る。

解答欄

（1） 1234567

（2） 7654321

（3） 1234567

（4） 1234567

（5） 7654321

（6） 1234567

（7） 7654321

（8） 1234567
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（9）私の人生は
1   2   8   4   5 o   7

全く生血でただ紀望あどちらでもない
るのみ。

｝〕く“〕く≒rるよ5

なことでいr‘まい
だ。

（10）もし，仮に私が今日死ぬとしたら今までの私の人生は
            τ   6   5   4   3   2   1

非常に価値のあるものどちらでもない
だりたと一思う。

（11）私の人生を考えると，私には

全く価値の杜いも
のだったと思う。

2   3   ’   5   6   τ

篤舵蓑何一霧誌詣貯ぱしぱある。                理由ははっきりし
                   ている。

（12）今までの私の人生からみると，世の中は

            1   2   3   ’   5   6   7

（13）私は

私には全く住みにくい。
どちらでもない  私の生き方にびr

        たりしている。

1   2   3   4   5   6   7

無責任な人間である。
どちらでもない  責任感のある人間
        である。

（14）どんな生き方を選ぶかということについて
6   5   4   3   2   1

人は自由でなんの束縛どちらでもない
も受けないと思う。

（15）死にたいして私は

人は適伝と現境に
全く束縛されてい
ると思う。

6   5   4   3   2   1

十分に心の準端ができ どちらでもない
ており、恐れてい壮い。

（16）自殺について私は

心の準徹もたく恐
ろしい。

2   3   ’   5   6   7

それを解決法として真どちらでも吐い
剣に考えたことがある。

本気になつて考え
たことほない。

（17）私は人生の意義・目的・使命を見い出す能力が
6   5   4   3   2   1

非常にある。

（18）私の人生は

どちらでもない  ほとんど壮いと思
         う。

7   6   5   4   3 2   1

全く私の手中にあり思どちらでもたい
うままに壮る。

全く私の力の及ば
たい外部のカで動
かされている。

（9） 1234567

（10）  7 654 32 1

（11） 1234567

（12） 1234567

（13）  1 2 34 5 6 7

（14） 7654321

（15）  7 654 3 2 1

（16）  1 2 34 5 67

（17） 7654321

（18）  7654 32 1
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（19）私の日課は

τ   6   5 ’   3   2   1

私に得びと満足を与えどちらでもたい
てくれる山

（20）私は人生に

2  3

私にとつて苦痛で
また退屈たものだ。

4  5  0   7

（19）  7 6 54 3 2 1

（20）  1 2 34 5 6 7

たんの舳苅塁妄脇

1．

出さない。 目的を見出してい
る。

つぎのそれそれの句を完全な文章にして下さい。あなたの頭に最初に浮んだことをあるが
ままに書いて下さい。

何よりも私がしたいのは

2一私の人生は

3・私ができたらと思うことは

4一私が今までに成し遂げてきたことは

5．私の最高の望みは

6・私にとって最も絶望的に感じることは・

7一私の人生の本当の目的は

8。私が退屈になるのは

9．死は

1O一私が今，成し遂げつつあるのは

11一病気と苦しみは

12。私にとって生活のすべては

13。自殺を考えたことは

口 あなたは生きていくこと（人生）にどんな目的・目標・希望を持っていますか。
  詳しく書いて下さい。そしてあなたは今，それらをどの位実現させていますか。具体的に
  書いて下さい。

                           （Rooieved Ap血，30）
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